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La geste que Turoldus declinet 
木治
Chanson de Rolandの Oxford写本の末尾が
Ci falt la geste que Turoldus declinet. (v. 4002) 
であることは周知のことである。ところがわずかこの一句の解釈をめぐって久
しい前から多くの論戦がかわされ、それが未だに最終的解決に完全には達して
いないようである。その原因は、ここに名をとどめている Turoldusなる人物
の生国も、環境も、社会的身分も一切が不明なこと、動詞 'decliner'の意味
が的確に把握しにくかったこと、さらに'geste'なる名詞にも二様三様の解釈
があることなどであるが、しかもこの三者が相乗的に作用して、問題をいっそ
う複雑にするのである。 もし仮りに動詞 'decliner'がこんな不明な個有名詞
にかかるのではなく、同写本の
Quant voit Ii reis le vespres decliner, (v. 2447) 
の如きであれば、 decliner=etresur son declinとするに誰も異議をはさま
ないであろうし、また反対に、動詞が 'decliner'でなくして、 もっと意味明
瞭なものであれば、たとえその主語なる人物が不明であっても、少くともその
人についての推定は、 Turo凪~s に対する臆測よりははるかに限定され、容易
にされるであろう。たとえば、
Ci falt sa vie, ce dit Grace, 
Qui de latin en romans mist 
Ce que Theodimus escrit. 
(Vie de Sainte Marguerite, ed. E . A. Francis, vv. 740ー 2)
の如き句では、厳密にはこの Graceは不明である。しかし同人がこの作品の
(1) 
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筆者であることは明らかであり、さらに Romande Brutの作者Waceが彼
の作品に署名するのにしばしば、
Ci falt Ii livres mestre Guace 
Qu'ii ad de seint Nicholas fait 
De latin en romanz estrait. 
(Wace: Vie de Saint Nicholas, ed. N. Delius, vv. 3519ー 21)
あるいは、
Ci falt le livre maistre Wace 
Qui'n veult avant faire si'n face. 
(Wace: Roman de Rau, ed. H. Andresen, t. I, vv. 11501ー 2)
などときわめて類似した表現を用いているので、 Graceも Guace(Wace)の
誤記であろうとの認定から、 さきの聖女伝も Waceの作と見なされているこ
とを思えば、 'decliner'の意味の把握がこの句の解明に有力な鍵となっている
ことは察するに難くない。
いまもう一つ同じ Waceの例をひく。
Ci falt la geste des Bretuns 
E la lignee des baruns 
Ki del lignage Bruti vindrent, 
Ki Engleterre lunges tindrent. 
Puis que Deus incarnatiun 
Prist pur nostre redemptiun 
Mil e cent cinquante e cine anz, 
Fist mestre Wace cest romanz. 
(Wace : Roman de Brut, ed. I. Arnold, t. I, vv. 14859ー 66)
以上の如き 'Cifalt・・’ で始まる Waceの結末の句を見て、今度は虚心
淡懐に 'Cifalt la geste que Turoldus declinet.'を見るとき、こうした表
現は単に Waceだけのものではなく、 作者が自己の作品の終りを告げる一つ
の形式ではなかったのかと想像され得る。 また実際 Ch咋 sonde Rolandの
(2) 
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初期の近代語訳を見るとき、この句の翻訳などきわめて無雑作、無邪気にやっ
てのけられている。たとえば Adolphed'Avril : La Chans暉 deRoland, 
traduction nouvelle (1865)に於ては、 'leifinit la geste de Theroulde.' 
(p. 202) とあるのみであるし、 Alexandrede Saint-Albin: La Chanson 
de Roland, Poeme de Theroulde (1865)には 'leis'arrete la Geste que 
Theroulde a chantee.'(p. 204) とあり、 AlfredLehugeur : La Chanson 
de Roland, Po劫mef ranqais du mo yen tige, traduit en vers modern es 
(1870)には 'Lageste de Turold a fini de parler.'(p. 361) とあって、
さらにその註に、 'La plupart des chansons de Geste finissent ainsi par 
la declaration que I'auteur fait de son nom.'(p. 369)とわざわざ Turol-
dusがこの作者であることを示している。
ついで LeonGautierはこの句を 'leis'arrete la geste historique ecrite 
par Turold ou achevee par Turold.'Ctl と解釈した。 'decllner' を 'achevet•
と訳したのはたしかに前述の漠然たる 'lageste de Theroulde'や、推測的
な 'queTheroulde a chantee'よりは一段の進歩であろう。なぜなら本来こ
の動詞は 'pencher', 'incliner'の意であり、それが代名動詞に用いられて
'tirer a sa fin','s'achever'を意味する (2) ということは、もとの形に既
に 'achever','finir'の意があったからではなかろうか(3)。
(1) L. Gautier : Chanson de Roland (1872) t. I, LXXI 
(2) A I'issue de mai tot droit en el termine 
Que Ii biaus tens revient et yver se decline. 
(Godefroy : Dictionnaire de l'ancienne langue Jranfaise―-decliner) 
(3) Un seul point nous interesse, et c'est le sens de declinet dans le vers 
final de I'ouvrage : 
Ci /alt la geste que Turoldus declinet. 
Or, ce sens, a moi m'a toujours semble simple, etre a必clinOU decliner 
ayant l'acception d'achever dans plusieurs textes du moyen &ge. Dans Amadas 
et Ydoine, 7794, sq. on lit : 
Sachies que ci tourne a declin 
La grant estoire et la matire. 
(3) 
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しかし decliner=acheverの発見でこの句の訳が完了したのでは決してな
ぃ。むしろ問題はこれから始まるのであって、 Gautierがさきには「ここで
Turold によって害かれた•…」と書きながら、 さらにそれに「あるいは終え
られた」と、より漠然たる表現をつけ加えたこと目体が意味深長であって、そ
れは単に •decliner' の語義を 'achever' とする方がより正確だからという
ような単純な動機からばかりでなく、 「武煕の歌」一般の起源に関する彼の見
界が彼をしてこのような補正をなさしめたからでもあろう。言うまでもないこ
とながら、「武煕の歌」の起源については大別して、 (I)二三世紀前の、事件
直後の感動から生れた 'cantilenes'あるいは 'chantslyrico -epiques'が語
りつぎ、言いつぎせられている間に、次第に加筆、改作、増大せられて遂に11
世紀末に「武煕の歌」となって現われたとの説 (G.Parisなど） と、 (II) 
• cantilenes'から.epopees'が生れたのではなく、ゲルマンの伝統にのっと
った、形は小さいが既に 'epopees'と呼び得るものから発達したとの説 (P.
Rajna)と、 (III)「武煕の歌」は11世紀後半の政治的、社会的、宗教的影轡に
よって生れたのであり、 11世紀後半にしか生れ得なかったとの説 (J.Bedier) 
とに分ち得るであろう。この見界の相違はおのずから〇写本の texteに対す
る態度の相違となって現われざるを得ない。ことに第一の立場に立つ人々にと
っては、同写本に認められる多くの誤謬、脱落、前後倒錯(4)などは、即ちこの
texteが改作につぐ改作の証拠と思われ、第三の立湯に立つ人にとっては、い
かにそれが若干の誤記を含んでいようとも、それでもなお原作に甚だ近く、
• Toute le~on du manuscrit d'Oxford doit etre reputee authentique jusqu' 
N'en i a mais gaires a dire : 
Des or mais est tans de finer. 
La synonymie de finer et de decliner me semble indenab]e ici・・
(M Wilmotte : Compte rendu d邸紐tionsde la C加nsonde Roland 
parJ. B紐 er砒 L.Foulet et par T. A. Jenkins (Le Moyen Age L 
(1930) pp. 28-35)) 
(4) J. Bedierによっても問題の個所は25カ所である。 Cf.J. Bedier : La C加か
son de Roland, commen位ires,Section V. pp. 178-195 
(4) 
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a preuve du contraire, et meme au cas ou Ies autres textes presente-
raient une lefon Plus specieuse.'<5>と考えられている。したがってかく異
った見界を持する人々の Turoldus観もまた当然異らざるを得ないのであって.
ことに第一の説を主張する人々にとってはこの謎の人物もせいぜい改作者の一
人の名か（なんとなれば原作者は事件に感動させられた民衆）むしろ語り手の
名か、写字者の名ぐらいに思われがちなのも怪しむにたりない。この説の熱心
な信奉者である L.Gautierが、あの漠然たる表現をつけ加えたのも、実は自
説との整合を考えた上のことであろうと思われる。しかしいわゆる「奥歯にも
ののはさまったような」この言い方は直ちにつぎの疑問を誘発する。 'Ce 
dernier vers de Ia Chanson, Ci f alt la geste que Turoldus declinet, 
est tout plein de mystere. S'agit-il de 1'auteur qui "acheve"(declinet) 
de composer cette geste? du jongleur qui "acheve" de Ia chanter? ou 
simplement du scribe qui "acheve" de Ia copier?(&')との HenriChamard 
の言葉はこの疑問を最も卒直に表明したものであろう。
しかしそもそも decliner=acheverとすることがこの句の場合にそれほど
適訳であろうか。 もしそうとすれば「ここで Turoldによって終えられた
gesteが終る」というような一種の奇妙な tautologieをまぬがれ得ないし、
そうかと言って 'decliner'ー語に 'ai::heverde composer', 'achever de 
chanter',・ 'achever de copier' の意味を持たせることは負担過重であるの
は明らかである。したがってもし出来れば 'decliner'Iこ'acheverde com-
poser, etc.'ではなく、単に 'composer','reciter'・,'transcrire'などの
意を発見することがより望ましいのはもちろんである。この点に関して最も大
胆な表明と思われるものが FerdinandLotの言葉である。彼は 0写本を目
して、 'Humble petit codex de jongleur que transportait avec lui, pour 
ranimer sa memoire, l'obscur menestrel normand Turold, en qui certains 
(5) ibid. p. 136 
(8) H. Chamard : La C加nsonde Roland, traduction nouvelle d'<! が sle 
manuscrit d'Oxford (1910t p. 185, n. 2 
(5) 
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s'obstinent sans preuve, a voir l'auteur m~me du c砥brepoeme !' と断
言し、 さらにその脚註に 'decliner7 の意味をも説明して、 • Le sens de 
. decliner" n'a rien de mysterieux : c'est un terme d'origine ecclesias-
tique qui s'entend d'une melopee descendante. Transporte dans le 
domaine profane, i s'applique a merveille a ladeclamation ou plut6t a 
la・recitation chantante, d'une geste. Turold s'etait sans doute fait une 
specialite de la recitation du Roland.'(りと述べて、 0写本を単に jon-
gleurの懐中本、 Turoldを専門の「ローラン語り」、 • decliner'を.reciter' 
と解釈するのである。
果してこの Lotの見界を全面的に受けいれるべきであろうか。彼の直系と
も言うべき RobertFawtierをのぞいて(8)、 他にこの説に組する人を見ない
し、なによりも Lot自身がかかる意味における 'decliner'の他の例証をあげ
ていないこと、またなにゅぇ・obscurmenestrel'が Turoldusなどとラテン
的な名前を用いているのか説明がつかない。
ところで Lotがここに言うところの「Turoldのうちに作者そのものを弛情
に認めたがっている或る人々」とは誰を指すのであろうか。彼のこの文は P.
Boissonnadeの Dunouveau sur la Chanson de Roland (1923)に対する
反駁兼書評であり、 Boissonnadeが後述する如<Turoldのうちに作者を見た
がっている一人であるので、彼を指していることはもちろんであるが、 「ある
人々」と複数になっていることは論敵 J.Bedierあたりをも考慮に入れてい
ると想像してもよいであろう。
Bedierの Turold観はかなり微妙であって、まず LesLegendes epiques 
(1908ー 1913)の 'L'unitedu poeme, Turoldus vindicatus'の章(9) など
に於ける彼は明らかに Turoldusを以て作者と見なしているようである。とい
(7) Romania, t. LIV (1928), p. 357-380 ou Etudes sur les legendes epiq匹
Jranfaises, introduction par R. Bossuat p. 274 
(8)'J'adopte !'interpretation de M. Lot qui a pour ele le hon sens.'(R. 
Fawtier : La Chanson de Roland, 紅udehistoriq如， p.48, n. -I) 
(9) J. Bedier : Les Legendes epiques t. II, p. 410-蕊
(6) 
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うのは‘「イリアッド」「ローランの歌」などの古詩の作者不詳は嘆くに足りな
い。その真の作者は国民の精神、それの真髄であり、詩人は単に民衆の口述の
もとに彼らの美しい夢を筆記した書記、 妙なる反蓉にすぎない，＇ というルナ
ンの言葉を引用して、その反駁に
'Je dirai au contraire. J'aimerais savoir le nom de l'auteur de 
la Chanson de Roland, en toutes lettres et. syllabes, son pays, sa 
condition, etc. • • • •, comme j'aimerais en savoir toujours plus long de 
la vie de Racirie, et pour les memes raisons ; ・ • ・ ・Turold fut pour peu 
de chose dans la Chanson de Roland sans doute, comme Racine fut 
pour peu de chose dans Jphigenie, mais pour autant.'<10> 
とあるのからしても推測できる。ところがその後に出た Commentaires(1927) 
の 'AIa recherche de "Turold"'の章(11)に於ては積極的な自説の開陳とい
うよりはむしろ在来の諸説の批判に力が注がれて、ややその態度が曖昧になっ
ている。
彼はまずTuroldusその人に対する従来の研究の成果を略述し、この人物が
それまでに諸学者によって、あるいは Peterboroughの僧院長 (Fr.Geninの
説）、 Coulombsの僧院長 (AbbeClervalの説）、 Bayeuxの司教 (W.
Tavernierの説）、 あるいは1128年にスペインの Tudelaに僧院を有した僧
になぞらえられたことを述べ、 しかしこれらのいずれもがはたして Chanson
de Rolandの Turoldusと確認し得る証拠を有さないことを指摘する。こと
に滑稽なのは第四のスペイン滞在の経験を持つと言われる Turoldusであって、
P. Boissonnadeが数千言を費して紹介するものであるが(13)、その肝心の署名
が WillelmusTuroldusとなっていることは全面的崩壊である。 というのは
当時の習慣によれば W.Turoldusとは Turoldusの息子Guillaumeという
ばかりであって、 この Guillaumeがスペインで何をしようと、問題の
(lQ) ibid. p. 450 
(1J) Commentaires p. 32ー 36
(lO P. Boissonnade: Du nouveau sur la Chanson de Roland, p. 477—幽
(7) 
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Turoldusをかこむ闇はいっこうに明るくならないことは、 いち早く F.Lot 
の指摘する(13) とおりであるから。
ついで B紺ier の I日説批判は•decliner'の語義におよぶ。しかしここで問
題を二つに分け、まず geste=recitepique, chanson de gesteと解した湯
合に考えられた訳語を列挙し、それらは•composer', • reciter', • chanter', 
• transcrire'のいずれかであると言う。ただ遺憾なことはこの訳語のいずれも
がその正当さを十分に証明する他の用例を有さないがゆえに、研究者の
Turoldus観によって気まぐれに採用されていると述べ、 さらにこれらの訳語
を適用した場合の共通の欠点として、たとえ Turoldus が •auteur', • jon-
gleur', • copiste' の何であれ、必ず•lei s'arrete le poeme (la chanson, 
I'histoire) que Turold "a com Pose"一"atranscrit ", —"a recite.". 
と訳さざるを得ないのであって、 もしこれを原文の•declinet'の時称（直説
法現在）にあわせて、 'leis'arrete la geste que Turold compose, etc.' 
とすれば常に 'absurde'な文章とならざるを得ないのである。
では今度は geste=ecrithistorique, chroniqueと考えた場合はどうなる
であろうか。実際 0 写本には•geste' または 'gestes' という文字は八回現
われる。そのうち v.788の 'geste'は明らかに'lignage','famille'の意(14)
であるからこれを除き、最後の句の•geste' もいまは保留しても、他の六個
所(15) の場合は 'GesteFrancor', • Geste', • anciene geste', • en plusurs 
⑬ F. Lot : Op: cit., p. 265 
04) Deus me cunfunde, se la geste en desment ! (v. 788) 
(Dieu me confonde, si je demens mon lignage ! (Traduction de Bedier)) 
(1o) I. TI est escrit en la Geste Francor 
Que vassals est Ii nostre empereiir (v. 1443-4) 
][. Cels qu'ils unt mort, hen les poet hom preiser, 
1 est escrit es cartes e es hrefs, 
co dit la Ges比 plusde. 11. milliers (v. 1683---5) 
1l[. ~dit la Geste e cil ki el camp fut : 
Li her Gilie, por qui Deus fait vertuz, 
E fist la chartre el muster de Lo血 1.(v. 2095--7) 
(8) 
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gestes' と多少の差はあってもことごとく詩人その人の作品を指すのではなく奮
彼が作詩するにあたって拠りどころとした実在の、又は架空の年代記か何かを
指しているのは明らかである。それでこの最後の行の•geste'をもこれらと同
様に史香、年代記の意味にとれば、全体の意味は「ここで Turoldが decliner
する年代記は終る」となり、 Turoldusは筆者自身ではなくなる代りに、
'declinet'の時称がもたらしたさきの困難は解決される。それでこの 'decli-
ner' に 'exposer','raconter','developper'などの意を見出すことが問
題解決の捷径となってくる(16)。
しかしこの解釈にも一つの越え難い暗礁がある、と B紺ierは言う。それは
'decliner'を上記のような意味で用いた用例が他にないことである。 といっ
て T.Atkinson Jenkinsの主張するような解釈、即ち 'Cifalt la geste' 
のあとに virguleを入れ、 つぎの 'que'を 'car'に解して、 • lei s'arr~te 
I'histoire, car Turoldus penche vers sa fin.'<17>となすのは、文法的には
正しいとしても、その余りにも個人的告白にも似た表現は「武煕の歌」の如き
大衆を相手とする作者または編者の言葉としてはその場所を得ていない、とし
て拒否している。
では結局この句に関する B紺ier自身の考えはどうであるかと反問したくな
る。それに対しては彼はさきの著書におけるよりもはるかに控え目な態度をし
罰 DistBaligan t : " Oil,car mult est proz. 
En pl硲 uJTgestes de lui sunt granz honurs. (vv. 3180-1) 
V. Geste Fr, 叩 cor.XXX. escheles i numbrent. (v. 3262) 
1-I est escrit en 1• 叩 cienegeste 
Que Carles mandet humes de plusurs teres. (vv. 3742-3) 
鵠 B6dierがここに略述する説は最初1こ PioRajnaが提唱したものであって，
(Rom四 ia,XIV (1885) p. 405)'geste• をラテン語で書かれた散文の史害と解する
ことは Turoldusなるラテン的な名前とより躙和すること， また 'decliner• の怠味
をラテン語• declinare• の文法上の意味と緊密に結びつけて，「転尾する」そこから
「ある主題を詳述する」あるいは 'recita, dice, es. 抄匹 ocon qualcosa di simile' 
と考えるのである。
闘 T.A. Jenkins : La C伍 nronみ Roland(1924)• p. 279 
(9) 
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か示さず、
'Au terme de cette discussion, tout bien consid砥 toutbien pese, 
on conviendra sans doute que I'enigme garde son mystere, ou tout au 
moins qu'aucune des solutions proposees ne s'impose et qu'ii serait done 
imprudent de rien batir sur les donnees de ce vers obscur. • 
と述べ、それにつづけてわずかに、 'Ise peut que assurement ce Turoldus 
soit I'auteur de la Chanson de Roland et par consequent que le poeme 
soit d'origine normande・・・’四とあるのは甚だ物足りない気がするし、 F.
Lotが 'Dansses Commentaires, M. B紐ierse refuse a prendre parti 
dans la controverse suscit紐 parle dernier vers de Roland'(111)と言うの
も当然である。
??
ところがここに 'decliner'を少くとも 'achever' とは断然訳し得ない．
むしろ 'exposer','raconter'と訳して可なりと思われる文例が発見せられた。
それは有名な LaChanson de Sainte Foi d'Ag紐の冒頭の句で、
(L) egir audi sotz eiss un pin 
Del vell temps un livre latin; 
Tot I'escoltai tro a la fin 
Hane non fo senz qu'el nonl declin; 伽0)
(ed. A. Thomas (1925) vv. 1一4)
である。 この declin'が Chansonde Rolandのr如miniscenceである(21).
価 Commento1.re11, p. 36-37 
偏 F.Lot: Op. 心， p.278 
箇 'J'entendslire sous unpin, un livre Jatin du vieux temps, je l'licoutai 
tout jusqu• Iila fin. J amais ne fut sens, qu'i1 ne I'expose.'(Traduction de 
Thomas) 
細 Nousavons encore ici un mot, et plus qu'un mot, une rliminiscence 
de la Ch叩 onde Rola叫 (Aug.Fabre: La Cha匹onde Rola,nd, da匹 la
(10) 
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ということには専門家に大いに異議があろうけれども、 'achever' でないこ
とは明らかであり、 'copier', 'chanter'でもなく、 'exposer' あるいは
Glossaireにあるように 'exposerau long'「緩説する」と訳し得る、あるい
は訳すべき最適の例であろう。 ではさきに Bedierが geste=ecrithistori・
que, chroniqueの説を採用した場合の唯一の暗礁となしたところの、他の用
例の欠如ということがここに解消するので、彼もこの説を肯定して、たとえば
'lei s'arrete la chronique que Turoldus nous expose.' との Fr.Genin 
がなした最も古い解釈(22) に近づくのであるか。必ずしもそうとばかり言いき
れない。というのは Commentairesを完結する Glossaireに於ては一ーもっ
ともこの部分は LucienFouletの作成したものであるが、 B姐ierが眼を通し
たことはもちろんである四） -上記の SainteFoiの一節も、 Thomasの訳
文も掲載されていながら、 'Cettederniere phrase n'est pas claire.' と述
べ、さらに 'Malheureusement,les autres traductions proposees (on en 
trouvera le releve dans l'edition Ernest Hrepffner, 1926, p. 253) c24) 
ne le sont pas davantage.'<25)と言って未だ態度を保留しているのである。
Chanson de Sainte Foy ou La Chanson de Sainte Foy dans ses rapports 
avec la Chanson de Roland, p. 4) 
四 Fr.Genin : La Chanson de Roland (1850) p. 334 
⑳ Ce Glossaire n'est pas de moi; je n'en suis que le premier lecteur 
(Commentaires Avant-propos III) 
拗 Bedierがここに挙げた「他の翻訳」とは，特に SainteFoiの四行目に対する
Hrepffnerの解釈、 'Ceque le poete veut dire est clair : inous fait entendre 
qu'il n'y avait aucun passage clans le livre qui lui f(it reste obscur; en 
d'autres mots, i a tout bien compris.' を指すものであろう。なお Hoepffner
はこれにすぐつづけて， 'L'emploide decliner anterieur a la Chanson de Ro-
land, dans le sens "faire connai'tre, reveler", est de nature a mettre fin a 
la controverse engagee au sujet du dernier vers du Roland. という注目すぺき
発言をなしている。 (E. Hoepffner et P. Alfaric : La Chanson de Sainte Foi 
(1926) t. I. p. 253, n. 4) 
箇 Commentaires,p. 364 
(11) 
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この geste=chroniqueの見界を最も強硬に主張する人に EmileIvlireaux 
がある。彼はその著 LaChanson de Roland et l'Histoire de France 
(194:3)に'LaGeste Francor'なる一章 (pp.55ー 78)を設け、その章中でか
かる表題を有したラテン語で書かれた偽史書の実在を大いに力説している (26)。
その論拠応1)当時にはこの種のラテン語で書かれた偽史書は珍らしくなかった
こと（例.Vita sancti Wilhelmi, TurPini Historia Karoli Magni et 
Rothlandi C = Choronique du Pseudo-Turpin) etc. etc.) . (2)もし実際に
Geste Francorあるいは GestaFrancorum• • • ・ Caesaraugustam expu-
gnantiumとでも名づくべき書物がなかったならば、 わずか四千行の作品中
に六回の引用は多きにすぎること、 (3)さらにこの引用の個所を仔細に検討すれ
ぼ、その大部分が Chroniquedu Pseudo-Turpinの主張を反駁する時に
Rolandの筆者によってこの年代記の権威が借用せられていることを思えば、
かかる目的を以て引用せられる害物が架空のものである筈はない、というので
ある。しかし今は当面の問題にかえって、 'Ci falt・・・・'の一句を Mireauxが
いかに解釈するかを見よう。彼にとってはこの句の gesteはもちろん Geste
Francorである。しかもそれがラテン語で書かれているがゆえに、 'decliner' 
は単に 'exposer'ではなくして、 'changer>traduire' と訳すべきであると
言う。さきの SainteFoiの湯合も全く同様であって、 senz (sensus) = Ph-
raseの意は珍らしくないからして、あの四行目、 'Hancnon fo senz qu'el 
nonl declin.' も、 '1 n'y eut aucune phrase qu'il ne traduisit. • と訳す
ることも決して不合理でなく、むしろ contexteから課せられた必然である、
と。 したがってあの Rolandの結句も、 'lei finit la geste que traduit 
Turold.' と解するに何の困難も感じないし、 多くの学者を悩ましたこの句を
前にして何の当惑も感じないことにかえって当惑をおぽえるとさえ述べてい
箇 Notreauteur aurait eu sous Jes yeux un texte, redige en latin, comme 
l'indiquent et son titre Geste Fra加 oret le Pluriel du vers 3262 qui montre 
que le mot "geste" n'est que la transcription francisee du pluriel latin gesta, 
texte ou i1 aurait puis~certains renseignements dont i a nourri son recit. 
(E. Mireaux : La Ch叩 sonde Roland, p. 58) 
(12) 
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る(27)。要するに彼によれば gesteは GesteFrancor, 'decliner'は 'tra-
duire', そして Turoldusは年代記の作者ではなくして、 Rolandの作者、少
くとも 'versiond'Oxford'の作者である。
このほか E.Mireauxの説にはこの 'version'の作成年代をおよそ1158年
（通説は1100年頃）となす点や(28)、原初の「ローランの歌」を以て滅び去った
カロランジアン王朝に対するその残党の哀歌となす点など(29)、 大いに新しい
知見を披漉しているが、はたしてこれが一般の承認を得るに至っているかは疑
問の余地がある。
＊ 
'Decliner' の解明に関して最も大きな貢献をしているのは HerbertK. 
Stoneの研究(30)であろう。 この論文の前半は 'decliner'に対する在来の研
究成果を述べて、別に特筆すべきものを見出さないが、後半においてこの動詞
の用例をプロヴァンス語の文献からも数多く発見して、そこに立論の基礎をお
いているところに大いに興味を感じさせる。彼によればこの動詞が他動詞に用
いられ、しかも Rolandのそれと多少とも類似した contexteにおいて使用せ
られている 15の用例があるという。しかしそのうちでも Rolandの 'geste'
のように、はっきりと「文学作品の主題を示す言葉」 (aword indicating the 
subject matter of a literary work)を支配している場合は三例である、と。
その第ーは前掲の SainteFoi である。 そして彼はこの詩の最初の四行の
仏語訳が、 Thomasのものも、 Hcepffnerのものも共に B姐ierの贅同を得
られなかった理由を推測して、その原因は'decliner'の訳語の相違にあるので
はなくして一ーというのは Thomas によれば•exposer au long', Hcepffner 
によれば faireconnaztre, revelerは結局大差はないのだから一一両者の
渤 E.Mireaux : Op. cit. , p.64 
嫡 ibid.p. 82 
斡 ibid.p .139 
図 H.K. Stone: Decliner (Modern Philology, XXXIII, 1936, pp. 337-50) 
(13) 
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'senz'の解釈の差であろう、と言う。なんとなれば Thomasによればその
'livre latin'が世のもろもろの叡智を蔵しているので、「その書物が述べない
ような senz(sagesse知慧）はなかった」であるに反し、 Hrepffnerによれ
ば、「詩人はその書物の述べる senz(sens意味）をすべて了解したというの
であるから、その差はかなり甚だしいと言わねばならない。この相違がB紐ier
をして 'Cettederniere phrase n'est pas claire, comme on voit. • • • •' 
と珍巡せしめた理由であろうと言う。
第二の例は Marcabruの詩の一節で、
En talent ai que vos decli 
(L'us de putana serpent,i) 
Que pan'a l'auzel son pouzi. 
(Poesies, ed, Dejeanne, XLIV, 33) 
を挙げ、出版者の訳 'J'aile d蕊irde vous decrire !'usage de la p. , qui 
comme le serpent (de le fable), vole a l'oiseau son poussin.'を正確、
適切と評し、しかし decrire!'usage de qn. は結局 l'exposerle faire con-
naUreではないかと結論する。
最後の例は sedecliner deという構造に於ける 'decliner' であって、
Amen. Ci fine nostre estoire 
Qui des VII estaz se decline 
Par quoi Ii mondes se define. (3l) 
細 BibleみsVII. es血： du mo叫e,de Geoffroi de Paris (Bibi. N竿.f. fr. 
1526, fol 187, ro) 
この一節は H.K.Stoneは今まで学者によって不思議に見すとされて吾たと述ペ
ているが，紙1こM.Wilmotteが彼の Compterendu desる必如sde la Chanson 
み Rola叫 (1930)に於て引用しているところである。しかし WilmotteIまseみcli-
匹 rをfinerと同議語にとるから． この二行目の句 9こ•un jeu de mots eveillent 
une certaine perplexite l moins qu'on ne lise le second vers comme s'il y 
avait : des VII estaz, qui s. d.'という苦しい註釈をつけなくてはならなくなって
いるが。
(14) 
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'Amen. lei finit notre. ouvrage (livre) qui expose (raconte, fait con-
naitre) les sept etats (epoques, ages) dont le monde (I'histoire du 
monde) se compose (se remplit)'. 
という例であるが、ここで sedecliner deとなっているのは行を満たすため
であって、 sedecliner de と必cliner との差は s'aPercevoirde と
aPercevoirとの差よりまだ僅少であり、ここでも exPoser, faire connaitre 
と訳して適当であろうと、彼は言う。
以上の例からの結論として、 (1) これらグいずれの場合にも•decliner (decli-
nar)'は思想、意見、事実、または一聯の思想、意見、事実を示す語を支配し
ているが故に、 その意味は必ず say,tel, set forthなどでなければならな
いこと、 (2)その適訳は前後関係によって定まるが、一般的な訳語としては
exposer, fa ire conna釦treであろうし、それが時によって raconter,decri-
re, expliquerと言いかえられることもあり得るであろう。 しかし 'Ofone 
thing, we may be reasonably sure : decliner does mean "exposer. "Cl2> 
が彼の結論である。
＊ 
• Decliner'の語義に関してはおそらくこれが終止符を打つものであろう。
では 'geste'についてはいかん。この 'geste'を「年代記」の類に解する説
については既に述べた。 これに対してこの語を「詩そのもの」と解する人に
Jules Horrentがある。彼によればこの結句の 'geste'は同じ写本の他の個所
に用いられている 'geste' とは決して同ーではない。他の場所のこの名詞は、
'I est ou bien qualifie par Francor ou anciene, ou precise par brefs 
ou chartres, et, ce qui confirme cette remarque, souvent introduit par 
le verbe escrire. A n'en pas douter, l'auteur du poeme veut que I'on 
sache que la geste etrangere appelee a la rescousse a toute l'autorite 
de la chose ecrite. Au v. 4002, i n'est question ni de "geste釦rite",
ほ H.K. Stone : arti. cit.• p. 350 
(15) 
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ni de "geste francor" ou d'"anciene geste" qu'on mettrait sur le 
meme rayon quel es "chartes". 1 n'est question que de la "geste", sans 
pr釦isionaucune, sans authentification. La distinction est suffi-
samment nette pour que nous devions nous refuser a identifier cette 
geste et I'"anciene geste francor". Au v. 4002, geste ne s'applique 
pas a lasource~ventuelle de la Ch仰 sonde Roland, mais au poeme 
lui-meme, sous la forme particuliere qu'il a dans le remaniement oxonien 
ou sous une de ses formes plus anc1ennes.'(33)と述べているようにgeste
=chroniq血の考え方をきっぱりと否定している。
われわれはこの上に更につぎのような否定論を加えることも出来る。もし
'gestfiを以て「年代記」と考え、 Turoldusをその著者と見なすならば、 (Fr.
G釦in,Pio Rajnaの立場）同じ作品に一方ではその著者が Turoldus,他方
では
~o dit la geste e cil ki el camp fut : 
Li ber Gilie, por qui Deus fait vertuz, 
E fist la chartre el muster de Loiim. (vv. 2095—7) 
の示す如く、 saintGilles de provinceが著者という不合理が生じるし、また
E. Mireauxが考えるように、 'geste'を GesteFrancorとし、 Turoldus
を以て単に自分はその翻訳者であるにすぎないと表明する Rolandの作者と
仮定しても、 その際には decliner>ch研 ger> traduire という経過を十分
に納得せしめなければならないのである四）。
では J.Horrent の言うようにこの 'geste' を以て •p虚me lui-m細ae,
remaniement d'〇xford'と考え、 Turoldusをその作者と見なすべきである
か。 (p.邸0)これに対して MauriceDelbouilleはここの 'geste'は「年代
躙 J.Horrellt : La C加nsonde Rol叩 d血nsle, li磁心ire,fran伍seset 
呻 agnoletu、moyen知.(1951) p. 認8
斡 E.Wireaux 自らも •0n trouvera peut-l!tre la traductio!l de "decliDer" 
p紅 "traduire"tros四ecise.Je collviens que l'on peut avoir ce scrupule.' 
(Op. dt. • p. 65, n. I)と言っているのはこの無理を知っているからではなかろうか。
(16) 
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記」を指さないと同様に「詩そのもの」をも指しているのではないと言う (35)。
なぜか。それは•decliner'の意味から導かれる当然の否定だからである、と。
•decliner' はすでに明らかにせられたように exposer, faire connaitreであ
る。したがって人々が 'decliner'するものは.poeme fran~ais' でもなけれ
ば、・chroniquelatin' でもなく、•histoire elle-m~me' でなければならな
ぃ。ところで 'geste' なる語を•histoire','recit de faits historiques'と
考えることは、この語が「年代記」などを指すと考えるよりはまだむしろ語源
に近い(36)、いわば正常な解釈であって、 Rolandのなかにもたしかにかがる
意味で、即ち 'documentecrit'の意を含まないで、単に「話、物語」の意に
用いられている例を見出すことができる、と。たとえば
Dist Baligant : "Oil, car mult est proz. 
En Plusurs gestes de lui sunt granz honurs. (vv. 3180-1) 
などにおいては、この• En plusurs gestes'は必ずしも「多くの年代記に」で
はなく、単に「多くの物語で」と解釈すべきである。結句の 'geste'も正にこ
の種の•geste'であって、 Turoldusが declinerするものは Chansonde 
Rolandそのものではなくして、 Rolandの内容を構成する「ある話」、 Ron-
cevauxの悲劇を含む Charlemagneのスペイン遠征を語る一連の「物語」、
たしかに Rolandよりは先に存在した「物語」である、と。 しかもかかる解
釈をとっても•declinet'の時称がもたらした困難が解決されていることは、
geste = chroniqueと解した場合と同じであって、詩人はこの結句に於て「自
分が主題に選んで述べている話はここで終っている」ということを聴衆に告げ
て、間接的に自分の詩の終りを宜しているのである、と。
'Geste', • decliner'については一応の解決を得たとしよう。では肝心の
Turoldusをいかに考えるべきであるか。彼を以てラテン語で書かれた「年代
記」作者と見ることの困難は前述の通りであり、また 'copiste' • jongleur' 
と見なすことも 'decliner','geste'の意味からして受容し難＂、ものであるの
箇 M.Delbouille : Sur la gen却sede la Chanson de Roland (1954) p. 91 
闊 geste(lat. gesta, pluriel neutre du part. pasl passif de gerere) 
(17) 
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で、 残るところは彼を•remanieur'の一人と見るか、 •auteur' と見るかの
問題となる。しかしこのことは•texte d'Oxford'に対する各人の信頼度とい
う甚だデリケートな問題と関係するので、もしこの•texte' を改作につく咽［
作の結果と見なせば、 Turoldusを以てその改作者の一人と考える余地が生じ
てくるであろうし、反対にこれが多くの誤謬、粗漏を有するにもかかわらず、
それでもかなり忠実な copieとすれば、 Turoldusを以て改作者ではなく、作
者そのものと見なす可能性が増大する。 ところで M.Delbouilleはおそらく
J.'Bedierにつぐこの原文の尊重者である。 しかもその著 (Op.cit.)の、こ
est-zl un remanzement?' の章 (pp.1—32) にとに 'Letexte d'Oxford ・ 
おける綿密な考証は彼の尊敬が決して盲目的なものでないことを十分に証明し
ている。その結論として、
• Des faits ci・avant consideres il resulte qu'il n'est ni necessaire ni 
meme vraisemblable d'imaginer, entre le texte original de la Chanson 
et la tres ancienne version conservee en 0, l'intervention d'un remani-
eur attache a changer la physionomie de I'reuvre. On ne voit meme 
pas apparaitre le soin d'un scribe intelligent qui aurait scrute les details 
du recit pour en controler la qualite au regard de l'ensemble et se 
serait, de ce fait, permis quelques libertes a l'egard du texte. (p. 32) 
と述べていることは Turoldusに於て彼が 'auteur'を見んとする根本動機で
あろう。 この点についてともに•texte d'Oxford' を尊重する B姐ier と
Delbouilleの意見が一致するのも決して偶然ではないのである。彼は以上の考
察を経て、 v.4002を次の如く訳している。
'A cet endroit prend fin l'histoire que Turold rapporte dans ce 
poeme.'(p. 94) 
最後に簡単に Delbouilleの提唱する Turoldusの生国についての説を紹介
する。
Turoldusについての他の一切のことが不明であっても、彼の生国が Nor-
(18) 
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mandieであろうということは一般の通説であった。 この推定の理由は
Bedierも言っているように、
'Turold est un nom nordique. Des documents anglo-saxons, du IX• 
si如leet des siecles・ mvants, mentionnent plus1eurs personnages qui 
I'ont porte• ・・A l'epoque qui nous interesse ici, dans le periode qui va de 
1050 a 1150, les Turold foisonnent en Angleterre en Normandie, mais 
rien qu'en ces deux contrees. Hors de la, —- je le sais pour avoir 
interroge une centaine de cartulaires de toutes provenances, —on peut 
bien en rencontrer ici et la, et on en rencontre, par exemple en Bretagne, 
en Espagne, en Terre Sainte : mais ce ne soot jamais que des isoles, 
des Normands immigres. • CS'l) 
という名前そのものから来る根拠のほかに、作中にしばしばあげられるMont-
Saint -Michel au Peril de la Merの寺院名 (v.152, 1位8,2.194 etc.)、あ
るいは実在の Normandie侯 RichardI•·, dit Ricar血svet匹 (vetulus,
senior) と作中の人物 RichardIi Velz (v. 171) との名前の一致、 さらに
Normandsの英国征服の事蹟をにおわせるような語句 (v.372-3) 等々が相
まって動かし得ないものと考えられていた。しかしすべてに慎重である Bedier
はまた他方では Turoldを軽卒に Normandと断定し得ない要素をあげ、 (1)
Roland は•Francs de France'の将であること (v.804, 808)、(2)Charles 
の部隊編成がその先陣と殿軍の重要な位置には 'celsde France, ki Jes 
regnes cunqurent. (v. 308~)' を配し、 Normands の兵はわずかに第五陣を
構成しているにすぎないこと、 (3)ことに臨終の Rolandが愛剣 Durendalに
訣れを告げる時に、その剣によって征服した国々をあげるなかに'Jol'en cun-
quis Normandie la franche, • (v. 2824) と Normandieをも Rolandが征
服した国の一つに数えあげていることは、はたして Normandの作者が書き
得ることであるかと、 Turold-Normand説に対する疑念を表明しているC19)。
細 Commentair,s,p. 32 
閾 ibid.p. 37一鉛
(19) 
20 仏諮•仏文学第一号
Delbouilleの唱える Turoldusの生国に関する説はこの相矛盾する諸点を融
和せんとする努力であって、彼はまず立論の手がかりをさきにあげた Bedier
の所説中に「ノルマンディー、英国以外の地においてこの姓を名乗る者は
Normands 6migr細である。」という個所の脚註にあるところの 'Horsdes 
etats normands, je n'ai trouve des Turold en nombre que dans le Car-
叫 airede Saint-Pere de Chartres (ed. Guerard, 1840). I devait y 
avoir, a lafin du XJe siecle, une forte colonie normande implant€e a 
Chartres et aux environs.' という記述に求め、 Rolandの Turoldusが
Mont-Saint-Michelに特に親近感を示すのも、たとえ彼が Normandieに住
んでいなくとも、その地が父祖の出生地であれば、この有名な寺院の名はしば
しば両親の口から洩れたことであろうし、 Richardterの名も、英国征服の古
事も両親から聞き得たことであろう。しかし一方彼が Normandieの大衆のた
めに書かなかったことは明らかで、その言語はなんらの地方的特徴を示さず、
むしろ彼の詩から想像し得る 'Francsde France'にふさわしいものである、
と。さらに Turoldusが Rolandの征服した国々を列挙して、
Jo I'en cunquis e Anjou e Bretagne, 
Si I'en cunquis e peitou e le Maine; 
Jo l'en cunquis Normendie la franche, 
Si l'en cunquis Provence e Equitaine 
E Lumbardie e trestute Romaine; 
Jo l'en cunquis Baiver e tute Flandres, 
E Burguigne e trestute Puillanie 
Constentinople, dunt il out la fiance, 
E en Saisonie fait i ltO qu'il demandet: 
Jo 1'en cunquis e Escoce e・ ・ ・ ・ 
E Engleterre, que il teneit sa cambre; (vv. 2322ー 32)
とあるのを以て、単に詩人がこれらの土地の産ではないと結論するだけでは十
分でなく、この長々しい列挙は近隣から次第に遠隔の地へと配列されているの
（気')
La geste que Turoldus declinet (三木） 21 
を知るべきである。それで今もし詩人が、そこではフランシァン語が語られ、
且つそこでは父祖出生の地を記檄している Turold姓のものが生活し、しかも
その土地からの距離から言えばまず Anjouから Bretagne,ついで Poitou,
Maine, Normandieの順となり、 その後に Provence,Aquitaineに及ぶ土
地に彼が生を亨けたとすれば、 その土地こそこれらの地域のすぐ東部、 パリ
ーオルレアン間のどこか、 Chartres近在と考えることも不可能ではない、
とDelbouilleは判断するのである。
果してこれがすべての人に承認せられるか。それとも何か反駁が起るのだろ
うか。楽しいことである。
本稿の作成にあたって高塚洋太郎氏の好意を受くること多々。深い感謝を表
したい。
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